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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】令和1年10月24日(2019.10.24)

【公開番号】特開2018-199615(P2018-199615A)
【公開日】平成30年12月20日(2018.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2018-049
【出願番号】特願2018-131278(P2018-131278)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ  27/12     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  17/10     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  29/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/103    (2006.01)
   Ｂ６０Ｊ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ   27/12     　　　Ｄ
   Ｂ３２Ｂ   17/10     　　　　
   Ｂ３２Ｂ   27/30     １０２　
   Ｃ０８Ｌ   29/14     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/103    　　　　
   Ｂ６０Ｊ    1/00     　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月11日(2019.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＭＤ方向とＴＤ方向とを有し、
　一端と、前記一端とは反対側に前記一端よりも厚い厚みを有する他端とを有し、
　前記一端及び前記他端は、中間膜のＴＤ方向の両側に位置しており、
　前記一端と前記他端との間の距離をＸとしたときに、前記一端から前記他端に向かって
０．０５Ｘの第１の位置のＭＤ方向における１５０℃での第１の熱収縮率と、前記一端か
ら前記他端に向かって０．５Ｘの第２の位置のＭＤ方向における１５０℃での第２の熱収
縮率と、前記一端から前記他端に向かって０．９５Ｘの第３の位置のＭＤ方向における１
５０℃での第３の熱収縮率との３つの熱収縮率のうち、最大の熱収縮率と最小の熱収縮率
との差の絶対値が１５％以下である、合わせガラス用中間膜。
【請求項２】
　前記３つの熱収縮率のうち、最大の熱収縮率が、５０％以下である、請求項１に記載の
合わせガラス用中間膜。
【請求項３】
　熱可塑性樹脂を含む、請求項１又は２に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項４】
　第１の層と、
　前記第１の層の第１の表面側に配置されている第２の層とを備え、
　前記第２の層が、中間膜における表面層である、請求項１～３のいずれか１項に記載の
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合わせガラス用中間膜。
【請求項５】
　前記第１の層が熱可塑性樹脂を含み、
　前記第２の層が熱可塑性樹脂を含む、請求項４に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項６】
　前記第１の層中の前記熱可塑性樹脂がポリビニルアセタール樹脂であり、
　前記第２の層中の前記熱可塑性樹脂がポリビニルアセタール樹脂であり、
　前記第１の層中の前記ポリビニルアセタール樹脂の水酸基の含有率が、前記第２の層中
の前記ポリビニルアセタール樹脂の水酸基の含有率よりも低く、
　前記第１の層中の前記ポリビニルアセタール樹脂の水酸基の含有率と、前記第２の層中
の前記ポリビニルアセタール樹脂の水酸基の含有率との差の絶対値が１モル％以上である
、請求項５に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項７】
　前記第１の層が可塑剤を含み、
　前記第２の層が可塑剤を含む、請求項５又は６に記載の合わせガラス用中間膜。
【請求項８】
　前記第１の層中の前記熱可塑性樹脂がポリビニルアセタール樹脂であり、
　前記第２の層中の前記熱可塑性樹脂がポリビニルアセタール樹脂であり、
　前記第１の層中の前記ポリビニルアセタール樹脂の水酸基の含有率が、前記第２の層中
の前記ポリビニルアセタール樹脂の水酸基の含有率よりも低く、
　前記第１の層中の前記ポリビニルアセタール樹脂の水酸基の含有率と、前記第２の層中
の前記ポリビニルアセタール樹脂の水酸基の含有率との差の絶対値が１モル％以上であり
、
　前記第１の層中の前記ポリビニルアセタール樹脂１００重量部に対する前記第１の層中
の前記可塑剤の含有量が、前記第２の層中の前記ポリビニルアセタール樹脂１００重量部
に対する前記第２の層中の前記可塑剤の含有量よりも多い、請求項７に記載の合わせガラ
ス用中間膜。
【請求項９】
　前記第１の層の前記第１の表面側と反対側に配置されている第３の層を備え、
　前記第３の層が、中間膜における表面層である、請求項４～８のいずれか１項に記載の
合わせガラス用中間膜。
【請求項１０】
　前記第３の層が、熱可塑性樹脂と可塑剤とを含む、請求項９に記載の合わせガラス用中
間膜。
【請求項１１】
　厚み方向の断面形状が楔状である部分を有する、請求項１～１０のいずれか１項に記載
の合わせガラス用中間膜。
【請求項１２】
　第１の合わせガラス部材と、
　第２の合わせガラス部材と、
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の合わせガラス用中間膜とを備え、
　前記第１の合わせガラス部材と前記第２の合わせガラス部材との間に、前記合わせガラ
ス用中間膜が配置されている、合わせガラス。
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